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[Web 版大規模科学計算システムニュースより] 
 大規模科学計算システムニュースに掲載された記事の一部を転載しています。 http://www.ss.cc.tohoku.ac.jp/tayori/ 
 
 
令和 2 年度利用負担金について（No.293） 
 
 
令和 2 年度の利用負担金は、表 1(大学・学術利用)、表 2(民間機関利用)のとおりとなります。なお、
今後電気料金が高騰した場合には、年度途中において負担経費を値上げする場合があります。あらか
じめご了承ください。 
表１ 基本利用負担金【大学･学術利用】 
区 分 項 目 利用 
形態 
負 担 額 
 
演 算 
負担経費 
 
 
 
 
 
スーパー 
コンピュータ 
 
 
共有 
利用ノード数 1(実行数、実行時間の制限有)  無料(備考２) 
利用ノード数 1～32 まで   経過時間 1 秒につき  0.06 円 
利用ノード数 33～256 まで 経過時間 1 秒につき  
 (利用ノード数-32)×0.002 円+0.06 円 
利用ノード数 257 以上   経過時間 1 秒につき  
 (利用ノード数-256)×0.0016 円+0.508 円 
 
 
占有 
利用ノード数 32  利用期間 3 ヶ月につき     400,000 円 
                  利用期間 6 ヶ月につき     720,000 円 
利用ノード数 64  利用期間 3 ヶ月につき      720,000 円 
                  利用期間 6 ヶ月につき   1,300,000 円 
利用ノード数 128  利用期間 3 ヶ月につき    1,300,000 円 
                  利用期間 6 ヶ月につき   2,340,000 円 
 
 
並列 
コンピュータ 
 
 
共有 
利用ノード数 1～6まで   経過時間 1秒につき  0.04円 
利用ノード数 7～12まで  経過時間 1秒につき  0.07円 
利用ノード数 13～18まで 経過時間 1秒につき   0.1円 
利用ノード数 19～24まで 経過時間 1秒につき  0.13円 
占有 利用ノード数 1   利用期間 3 ヶ月につき     160,000 円 
                  利用期間 6 ヶ月につき     320,000 円 
ファイル 
負担経費 
5TB まで無料、追加容量 1TB につき年額                             3,000 円 
出力 
負担経費 
大判プリンタによるカラープリント  フォト光沢用紙 1 枚につき        600 円 
                   クロス 1 枚につき         1,200 円 
備考 
 １ 負担額算定の基礎となる測定数量に端数が出た場合は、切り上げる。 
 ２ 負担額が無料となるのは専用のジョブクラスで実行されたものとし、制限時間を超えた場合に
は強制終了する。 
 ３ 占有利用期間は年度を超えないものとし、期間中に障害、メンテナンス作業が発生した場合に
おいても、原則利用期間の延長はしない。また、利用期間が 3 ヶ月に満たない場合は、3 ヶ月
の負担額を月割りした額とする。なお、占有利用期間中のファイル負担経費は 10TB まで無料
とする。 
 ４ ファイル負担経費については申請日から当該年度末までの料金とする。利用期間が 1年に満た
ない場合は、月割りをもって計算した額とする。 
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             表２ 基本利用負担金【民間機関利用】 
区 分 項 目 利用 
形態 
負 担 額 
 
演 算 
負担経費 
 
 
 
 
 
スーパー 
コンピュータ 
 
 
共有 
利用ノード数 1(実行数、実行時間の制限有)  無料(備考２) 
利用ノード数 1～32 まで   経過時間 1 秒につき  0.18 円 
利用ノード数 33～256 まで 経過時間 1 秒につき  
 (利用ノード数-32)×0.006 円+0.18 円 
利用ノード数 257 以上   経過時間 1 秒につき  
 (利用ノード数-256)×0.0048 円+1.524 円 
 
 
占有 
利用ノード数 32  利用期間 3 ヶ月につき     1,200,000 円 
             利用期間 6 ヶ月につき    2,160,000 円 
利用ノード数 64  利用期間 3 ヶ月につき   2,160,000 円 
                  利用期間 6 ヶ月につき   3,900,000 円 
利用ノード数 128  利用期間 3 ヶ月につき    3,900,000 円 
                  利用期間 6 ヶ月につき   7,020,000 円 
 
 
並列 
コンピュータ 
 
 
共有 
利用ノード数 1～6まで   経過時間 1秒につき  0.12円 
利用ノード数 7～12まで  経過時間 1秒につき  0.21円 
利用ノード数 13～18まで 経過時間 1秒につき   0.3円 
利用ノード数 19～24まで 経過時間 1秒につき  0.39円 
占有 利用ノード数 1   利用期間 3 ヶ月につき     480,000 円 
                   利用期間6ヶ月につき     960,000円 
ファイル 
負担経費 
5TB まで無料、追加容量 1TB につき年額                             9,000 円 
出力 
負担経費 
大判プリンタによるカラープリント  フォト光沢用紙 1 枚につき       1,800 円 
                   クロス 1 枚につき         3,600 円 
備考 
 １ 負担額算定の基礎となる測定数量に端数が出た場合は、切り上げる。 
 ２ 負担額が無料となるのは専用のジョブクラスで実行されたものとし、制限時間を超えた場合に
は強制終了する。 
 ３ 占有利用期間は年度を超えないものとし、期間中に障害、メンテナンス作業が発生した場合に
おいても、原則利用期間の延長はしない。また、利用期間が 3 ヶ月に満たない場合は、3 ヶ月
の負担額を月割りした額とする。なお、占有利用期間中のファイル負担経費は 10TB まで無料
とする。 
 ４ ファイル負担経費については申請日から当該年度末までの料金とする。利用期間が 1年に満た
ない場合は、月割りをもって計算した額とする。 
 
                            （共同利用支援係） 
 
 
 
科学技術計算言語 MATLAB のバージョンアップについて (No.293) 
 
 
科学技術計算言語「MATLAB」のバージョンアップを行いましたのでお知らせいたします。 
 MATLAB は、アルゴリズム開発、データの可視化、数値計算を行うための高レベルなテクニカルコ
ンピューティング言語と対話型環境です。 MATLAB を利用することにより、C、C++、Fortran とい
った伝統的なプログラミング言語よりも短時間で科学技術計算の問題を解決することが可能です。 
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 バージョン名  : MATLAB R2019b 
 バージョンアップ日: 2020 年 4 月 3 日 （金） 
 サービスホスト  : front.cc.tohoku.ac.jp（並列コンピュータ） 
 起動コマンド  : matlab（GUI 版） 
    : matlab -nosplash -nodesktop -nodisplay（テキスト版） 
 
 新機能の概要、機能の詳細、実行方法については開発元 Web サイト、およびセンターWeb サイトを
ご覧ください。 
 
 開発元 Web サイト 
  https://www.mathworks.co.jp/products/new_products/latest_features.html 
 
センターWeb サイト 
     https://www.ss.cc.tohoku.ac.jp/application/matlab.html 
 
   （共同利用支援係） 
 
 
 
令和 2 年度共同研究について(No.294)  
 
 
 本センターでは、大規模科学計算システムの利用者と共同でプログラムやアルゴリズムを開発する
共同研究を行っています。今年度の募集に応募されたものについて共同研究専門部会で審査の結果、
以下の 10 件が採択されましたのでお知らせします。 
 
[A] 萌芽型課題 
No. 申請者 所属 研究課題 
A-1 有馬 卓司 東京農工大学 
大学院工学研究院 
大規模電磁界解析を可能とする複数領域 FDTD
法の開発に関する研究 
A-2 春日 貴志 長野工業高等専門学校 
電気電子工学科 
MPI によるプリント基板の電磁界解析法の高速
化 
A-3 佐々木 大輔 
高橋 俊 
金沢工業大学 工学部 
東海大学 工学部 
直交格子法による移動境界問題の解法に関する
研究 
A-4 松岡 浩 技術士事務所 ＡＩコンピ
ューティングラボ 
リカレントニューラルネットワークによる高解
像度流体解析コードの開発 
 
[B] 一般課題 
No. 申請者 所属 研究課題 
B-1 大山 聖 宇宙航空研究開発機構 
宇宙科学研究所 
自動車用タイヤ横溝の空力騒音予測 
B-2 陳 強 東北大学 
大学院工学研究科 
先進的な電磁界数値解析法の構築とその応用に
関する研究 
B-3 塚原 隆裕 東京理科大学 
理工学部 
層流－乱流が共存する亜臨界遷移流れを対象と
した大規模計算領域による直接数値解析 
B-4 藤井 孝藏 東京理科大学 
工学部 
プラズマアクチュエータの新たな利用推進と関
連課題解決に関する研究その２ 
B-5 前田 一郎 三菱航空機株式会社 民間航空機開発における大規模 CFD 解析の適用
範囲拡大 
B-6 松下 洋介 東北大学 
大学院工学研究科 
大きな熱損失を伴う乱流燃焼場への Flamelet 
approach の適用 
 
（スーパーコンピューティング研究部、共同研究支援係） 
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